
ジ
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
か
ら
精
神
科
、
放
射
線
科
、
病
理

が
、
コ
レ
ジ
・
オ
ブ
。
サ
ー
ジ
ョ
ン
ズ
か
ら
産
婦
人
科
が
独
立
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
を
も
ち
、
ま
た
コ
レ
ジ
・
オ
ブ
・

ゼ
ネ
ラ
ル
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
が
新
設
さ
れ
た
。
麻
酔
科
は
ロ
イ

ア
ル
・
コ
レ
ジ
・
オ
ブ
・
サ
ー
ジ
ョ
ン
ズ
内
に
あ
る
が
、
昨
年
コ
レ

ジ
・
オ
ブ
・
ア
ネ
ス
テ
テ
ィ
ス
シ
を
結
成
し
た
。
近
い
将
来
独
立
ロ

イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。

ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
ズ
の
活
動
は
広
い
。
し
か
し
一
六
世
紀
に
は

じ
ま
る
機
能
は
一
貫
し
て
試
験
機
関
で
あ
る
。
近
年
医
学
校
は
地
域

医
師
の
卒
後
生
涯
教
育
を
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
つ
て
ロ

イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
ズ
は
医
育
面
で
も
機
能
し
た
が
今
日
試
験
機
関
と

し
て
の
原
点
に
返
り
つ
つ
あ
る
。
試
験
合
格
者
を
も
っ
て
構
成
す
る

ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
は
イ
ギ
リ
ス
近
代
社
会
に
お
け
る
制
度
モ
デ
ル

と
目
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
大
学
学
位
（
デ
ィ
グ
リ
）
と
職
能
コ

レ
ジ
の
免
許
（
デ
ィ
プ
ロ
ー
マ
）
は
肩
書
に
併
記
さ
れ
る
が
、
イ
ギ

リ
ス
固
有
の
制
度
が
徴
表
さ
れ
る
。

今
欧
州
大
陸
と
の
関
係
が
論
を
よ
ぶ
。
ロ
イ
ア
ル
・
コ
レ
ジ
ズ
に

も
徐
為
に
動
き
が
あ
る
。

（
大
阪
医
科
大
学
）

佐
賀
藩
の
医
学
教
育
は
、
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
古
賀
穀
堂
が

藩
主
鍋
島
斉
正
公
に
医
学
教
育
の
必
要
性
を
説
き
、
天
保
五
年
（
一
八

三
四
）
に
仮
設
の
医
学
館
が
八
幡
小
路
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
そ
の
後
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
八
月
、
佐
賀
市
八
幡
小

路
に
正
式
に
医
学
校
が
設
立
さ
れ
、
藺
方
医
学
を
中
心
と
し
た
教
育

が
行
わ
れ
た
。
設
立
当
初
の
教
師
に
、
教
導
方
差
次
に
緒
方
洪
庵
の

門
人
渋
谷
良
次
、
指
南
役
に
宮
田
魯
斎
、
浅
田
宗
俊
、
指
南
役
差
次

に
高
木
玄
堂
、
上
村
春
庵
、
高
木
玄
哲
、
医
学
寮
係
り
合
に
横
尾
文

吾
が
任
じ
ら
れ
た
。
同
年
十
月
に
医
学
寮
と
改
称
、
教
導
方
に
大
庭

雪
斎
、
大
石
良
英
が
任
じ
ら
れ
、
同
年
十
二
月
に
場
所
を
片
田
江
町

に
移
し
「
好
生
館
」
と
の
名
称
と
な
っ
た
。

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
一
月
に
好
生
館
に
病
院
設
立
の
議
が

起
り
、
翌
二
年
四
月
か
ら
小
規
模
な
が
ら
病
院
の
組
織
が
で
き
た
。

佐
賀
県
立
病
院
（
好
生
館
）
の
御
雇
外
国

人
医
学
教
師

高
安
伸
子
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そ
の
後
、
維
新
直
後
の
社
会
的
変
動
や
同
四
年
八
月
の
廃
藩
置
県
に

よ
り
藩
が
佐
賀
県
（
後
に
伊
万
里
県
等
と
改
称
）
と
な
る
な
ど
の
動

揺
か
ら
好
生
館
も
廃
止
・
再
開
と
い
っ
た
変
化
に
巻
き
込
ま
れ
た
・
同

五
年
（
一
八
七
二
）
に
県
立
好
生
館
病
院
が
開
設
、
そ
の
御
雇
教
師

と
し
て
米
国
人
ヨ
ン
ク
ハ
ン
ス
が
招
か
れ
た
。
以
後
、
同
十
七
年

（
一
八
八
四
）
ま
で
の
一
二
年
間
に
渡
り
、
ヨ
ン
ク
ハ
ン
ス
、
ス
ロ

ン
、
シ
モ
ン
ズ
、
デ
ー
ニ
ッ
ッ
の
四
名
の
御
雇
教
師
が
勤
務
し
た

が
、
佐
賀
県
立
好
生
館
病
院
及
び
四
名
の
外
人
教
師
に
つ
い
て
の
史

料
が
、
佐
賀
県
立
図
書
館
に
『
明
治
行
政
資
料
』
と
し
て
残
さ
れ
て

お
り
、
従
来
の
説
と
異
な
る
事
実
が
判
明
し
た
の
で
報
告
す
る
。

佐
賀
県
立
好
生
館
病
院
最
初
の
御
雇
教
師
は
、
明
治
五
年
三
月
一

日
に
着
任
し
た
ヨ
ン
ク
ハ
ン
ス
旨
侭
冨
易
〉
Ｆ
国
．
で
あ
る
が
、
そ

れ
以
前
に
Ｏ
・
シ
モ
ン
ズ
と
契
約
が
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
同
四
年

十
一
月
二
十
日
の
官
省
進
達
に
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
に

は
、
佐
賀
県
立
好
生
館
病
院
の
教
師
と
し
て
赴
任
す
る
は
ず
で
あ
っ

た
Ｏ
・
シ
モ
ン
ズ
が
、
大
学
東
校
と
も
契
約
を
結
び
大
学
東
校
に
赴

任
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
横
浜
の
ヨ
ン
ク
ハ
ン
ス
と
い
う
米
国
人
医

師
を
、
Ｏ
・
シ
モ
ン
ズ
の
代
わ
り
に
教
師
と
し
て
雇
う
こ
と
を
許
可

し
て
欲
し
い
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
雇
入
許
可
願
は
許
可
さ
れ
、
ョ

ン
ク
ハ
ン
ス
は
一
年
間
の
契
約
で
横
浜
か
ら
佐
賀
へ
赴
任
し
た
。

明
治
六
年
二
月
二
十
九
日
に
ヨ
ン
ク
ハ
ン
ス
が
満
期
退
任
、
カ
ナ

ダ
人
医
師
ス
ロ
ン
望
。
四
目
①
〕
詞
。
胃
員
】
．
が
赴
任
し
た
。
ス
ロ
ン
は

同
年
五
月
一
日
に
一
年
間
の
契
約
で
着
任
し
た
。
翌
七
年
に
佐
賀
の

乱
が
勃
発
、
そ
の
負
傷
者
手
当
に
当
た
る
た
め
、
ス
ロ
ン
の
契
約
は

当
初
の
契
約
満
期
の
明
治
七
年
四
月
三
十
日
か
ら
さ
ら
に
六
カ
月
間

延
長
さ
れ
た
。
ま
た
同
年
十
一
月
に
は
一
年
半
、
契
約
が
延
長
さ
れ

ス
ロ
ン
は
同
九
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
通
算
三
年
間
、
好
生
館
の
教

師
を
務
め
た
。
こ
の
同
九
年
の
契
約
満
期
時
に
お
い
て
も
、
佐
賀
県

と
し
て
は
ス
ロ
ン
に
教
師
を
続
け
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
県

自
体
が
三
瀦
県
と
合
併
さ
れ
る
な
ど
の
変
動
に
見
舞
わ
れ
、
財
政
的

に
も
高
額
な
賃
金
を
御
雇
教
師
に
支
払
う
こ
と
が
困
難
と
な
り
、

「
遺
憾
な
が
ら
」
契
約
を
解
消
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
九
年
五
月
か
ら
翌
十
年
五
月
ま
で
は
前
述
の
よ
う
に
、
佐
賀

県
自
体
が
三
瀦
県
と
な
っ
た
り
長
崎
県
に
吸
収
さ
れ
る
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
御
雇
教
師
を
招
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
同
十
年
の
五

月
に
な
り
Ｏ
・
シ
モ
ン
ズ
酸
日
日
ｏ
易
〉
○
・
と
契
約
が
結
ば
れ
、
シ

モ
ン
ズ
は
六
月
二
十
四
日
に
横
浜
か
ら
船
で
長
崎
に
到
着
、
七
月
一

日
に
着
任
し
た
。
Ｏ
・
シ
モ
ン
ズ
と
の
契
約
は
同
十
年
五
月
一
日
か
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ら
翌
十
一
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
一
年
間
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
契
約

も
更
新
さ
れ
Ｏ
・
シ
モ
ン
ズ
は
同
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
病

院
に
留
ま
っ
た
。

Ｏ
・
シ
モ
ン
ズ
が
離
任
し
た
あ
と
に
着
任
し
た
の
が
デ
ー
ニ
ッ
ッ

ロ
目
胃
ゞ
国
．
尉
旨
号
嗣
邑
言
罠
の
言
で
、
同
十
二
年
八
月
五
日
に

教
師
と
し
て
着
任
し
、
同
十
七
年
ま
で
の
五
年
間
、
好
生
館
の
教
師

を
務
め
た
。
こ
の
佐
賀
県
立
好
生
館
病
院
在
任
中
の
デ
ー
ニ
ッ
ッ
に

つ
い
て
は
、
同
十
三
年
の
記
録
と
し
て
詳
細
な
文
書
が
佐
賀
県
立
図

書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
。
デ
ー
’
一
シ
シ
の
日
本
に
お
い
て
の
実
績

は
、
様
点
な
研
究
発
表
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
を

以
上
の
よ
う
に
、
佐
賀
県
に
お
い
て
は
幕
末
に
医
学
館
を
設
立
、

蘭
学
を
中
心
と
し
た
医
学
教
育
を
導
入
し
、
明
治
時
代
に
は
御
雇
外

国
人
教
師
に
よ
っ
て
近
代
的
な
医
学
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
外
国
人
教
師
達
の
下
で
学
ん
だ
人
材
が
育
っ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
医
学
校
は
廃
止
さ
れ
、
昭
和
四
十
年
代
に
無
医
大
県
を
解

消
す
る
政
策
が
採
ら
れ
る
ま
で
、
佐
賀
県
に
医
科
大
学
が
存
在
し
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
不
思
議
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
明

治
初
期
の
医
学
教
育
制
度
が
不
安
定
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
佐

は
、
様
点
な
研
究
窪

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

賀
県
に
お
け
る
雇
用
事
情
の
特
殊
性
を
こ
の
報
告
に
よ
り
示
し
た

、
Ｏ

Ｌ

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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